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photo  尾駮保育所卒園式。母親の香織さんに花束を渡す大坪志帆ちゃん

おかあさん、 ありがとう。
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1_ 元気いっぱいに別れの
歌を歌う尾駮保育所の園児
たち　2_「ありがとうござ
います」。卒業証書を笑顔
で受け取る太田奈々代さん

（千歳中）　3_ 卒業証書を受
け取る生徒を見守る田中明
子先生（六ヶ所高）　4_ 在
校生の送辞に対し、答辞を
述べる藤谷望美さん（六ヶ
所高）

5_「 ど う ぞ 使 っ て く だ さ
い」。卒業作品のおしらせ
ボードを披露する園児たち

（尾駮保）　6_ みんなで歌う
最後の校歌に涙（六ヶ所高）
　7_ 担任の先生に見送られ
る生徒（六ヶ所高）　8_ 後
輩たちの拍手に送られ、晴
れやかな顔で退場する相内
尚くん（千歳中）

　小さいときからのことを思い出し、
よくここまで成長したなと感激。これ
からも自分を信じて、部活に勉強に頑
張ってほしい。

　高校進学後もいろんな面で厳しいこ
とがあるかもしれないけど、自分の進
む道に向かい大きな気持ちで頑張って
ほしい。

金濱 尚子さん
加奈ちゃん〈尾駮保〉の保護者

　加奈、卒園おめでとう。小学校に行っ
た ら ス ポ ー ツ も 勉 強 も の び の び と 頑
張って。楽しい学校生活をおくってね。

村内の学校などで卒業式

川村はな子さん
千尋さん〈千歳中〉の保護者

鳥山ひとみさん

謙信くん〈千歳中〉の保護者

わ
が
子
へ
、
卒
業
お
め
で
と
う
。
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希望胸に、
学び舎を巣立つ
村内の学校などで卒業式
　村内の学校などで３月、卒業式が行われました。
　六ヶ所高校（安保敏彦校長、生徒数 189 人）で１日、54 人の卒業生が学び
舎に別れを告げました。安保校長は「自分の人生を自力で切り開いてほしい。
社会の荒波を乗り越え、創造的で多角的、国際的な視野を身につけてください」
と卒業生にエールを送りました。また、在校生の渡辺一成さんが「先輩方の伝
統を受け継ぎ、さらにこの六ヶ所高校を発展させていきたい」と送辞。卒業生
を代表して藤谷望美さんが「これからの六ヶ所高校を担うのは在校生の皆さん。
さらなる発展を願っています。一生に一度の貴重な高校生活を有意義に過ごし
てください」と答辞を述べました。
　千歳中学校（中村廣美校長、生徒数 51 人）では 10 日、卒業生 12 人に中
村校長から卒業証書が手渡されました。中村校長は「これからも自分の夢の実
現に向け、力を確実につけていって欲しい」と式辞。在校生の佐藤貴之さんが「先
輩方が安心して卒業できるよう日々努力し、よりよい千歳中をつくっていきた
い」と送辞を述べ、五十嵐あかりさんは「大切な仲間と共に泣き、喜んだ日々
を忘れない。千歳中という大きな船にみんなで乗るのはこれで最後。みんなで
漕ぎ出そう」と答辞を述べました。
　尾駮保育所（橋本美子所長、園児 95 人）では 18 日、20 人の園児が同所を
卒園しました。橋本所長はあいさつで「頑張りやさんの皆さんは小学校でも勉
強をきっと頑張れる。困っている友だちがいたら、優しくしてくださいね」と
園児たちに語りかけました。また、園児から
保護者に感謝のことばと花束が
贈られました。
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戸鎖小、最後の卒業式修了式、先生との別れ

　

本
年
度
で
閉
校
と
な
る
戸
鎖
小
学
校

（
小
又
淑
校
長
、
児
童
数
16
人
）
で
３
月

19
日
、
最
後
の
卒
業
式
が
行
わ
れ
、
卒

業
生
６
人
に
小
又
校
長
か
ら
卒
業
証
書

が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
同
小
最
後
と
な

る
第
１
２
８
２
号
の
卒
業
証
書
は
、
河

原
木
美
和
子
さ
ん
に
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
又
校
長
は
「
卒
業
証
書
に
は
６
年

間
で
学
ん
だ
こ
と
、
成
長
し
た
こ
と
、

家
族
、
先
生
や
地
域
の
皆
さ
ん
の
喜
び

と
期
待
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
未
来
へ

の
第
一
歩
を
踏
み
出
す
の
は
自
分
。
戸

鎖
小
で
培
っ
た
、
あ
き
ら
め
な
い
で
頑

張
る
力
を
中
学
校
で
発
揮
し
て
ほ
し

い
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

卒
業
生
と
在
校
生
が
呼
び
か
け
合
う

形
で
行
っ
た
門
出
の
言
葉
に
は
、
文
化
祭

や
閉
校
記
念
式
典
な
ど
数
々
の
思
い
出
や

先
生
、
仲
間
た
ち
へ
の
感
謝
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
。
学
年
を
超
え
て
兄
弟
の
よ

う
に
過
ご
し
た
児
童
た
ち
は
、
迫
る
別
れ

に
涙
を
流
し
つ
つ
互
い
の
新
た
な
学
校
生

活
に
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

　　

卒
業
生
を
送
り
出
し
、
迎
え
た
24
日
の

修
了
式
。
式
後
は
和
や
か
な
雰
囲
気
の
中

で
離
任
式
が
行
わ
れ
、
小
又
校
長
を
は
じ

め
す
べ
て
の
先
生
に
、
児
童
た
ち
が
手
紙

を
贈
り
ま
し
た
。

　

久
保
田
陽
子
先
生
に
お
楽
し
み
会
で

の
お
菓
子
作
り
の
思
い
出
を
話
し
た
沼

尾
優
梨
香
さ
ん
、
苦
手
だ
っ
た
算
数
を

優
し
く
教
え
て
く
れ
た
髙
橋
和
彦
先
生

へ
の
感
謝
を
述
べ
た
白
山
夢
成
さ
ん
な

ど
、
手
紙
の
内
容
は
す
べ
て
が
先
生
た

ち
へ
の
感
謝
で
つ
づ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
、
心
温
ま
る
手
紙
と
花
束

を
先
生
に
渡
し
、
固
く
握
手
を
交
わ
し

て
い
ま
し
た
。

　

小
又
校
長
は
最
後
に
、
児
童
た
ち
に

こ
う
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。「
み
ん
な

の
元
気
で
か
わ
い
い
笑
顔
が
校
長
先
生

の
元
気
の
も
と
で
し
た
。
素
直
で
元
気

で
明
る
く
て
一
生
懸
命
。
一
緒
に
過
ご

し
た
日
々
は
一
生
忘
れ
ま
せ
ん
。
み
ん

な
が
頑
張
っ
て
る
よ
、
と
い
う
た
よ
り

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
」。

　

４
月
か
ら
尾
駮
小
学
校
に
通
う
児
童

た
ち
。
髙
田
晴
輝
く
ん
は
「
下
級
生
を

リ
ー
ド
し
た
い
」、白
山
夢
成
さ
ん
は「
手

本
と
な
る
よ
う
な
６
年
生
に
な
り
た
い
」

と
声
を
弾
ま
せ
ま
し
た
。

　

２
人
を
含
む
10
人
は
今
、
期
待
に
胸

を
ふ
く
ら
ま
せ
、
新
た
な
道
へ
の
一
歩

を
踏
み
出
し
ま
し
た
。
力
強
く
、
そ
し

て
し
っ
か
り
と
手
を
と
り
合
っ
て
。

別
れ
、

そ
し
て

新
た
な

道
へ
―

1_ 小又校長から卒業証書を受け
取る久保瑠依さん　2_ ６人の卒
業生が学び舎を巣立った　3_112
年前、戸鎖小学校創立の礎を築い
た戸田家の子孫、戸田公男さんに
感謝状が贈られた〈1~3 は卒業式〉
4_ 平成 5 年度の卒業生による卒
業制作の木製看板　
5_ 担任の佐藤聡先生（7_）へ贈っ
た髙田絢世くんの手紙。修了式後
の離任式では、児童から先生へ、
一人ずつお別れの手紙が贈られた
6_ 先生との別れに涙を流す髙田
晴輝くん。共
に過ごした日を思い
出し涙が止まらない
8_ 沼山千尋さんから花束を贈ら
れた小又校長　9_ ここで出会え
たことに感謝―。晴れやかな顔で
写真に収まる戸鎖小の仲間たち。
楽しかった日々、かけがえのない
思い出を胸にそれぞれの道へ歩き
出す〈5~9 は離任式〉

戸
鎖
小
学
校

最
後
の
卒
業
式
と

修
了
・
離
任
式
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六
ヶ
所
村
の

予
算
と

主
な
事
業
を  
お
知
ら
せ
し
ま
す

　歳入は「自主財源」と「依存財源」に分ける
ことができます。
　自主財源とは、地方税をはじめ村が自主的に
収入できるお金であり、また依存財源とは、国
や県から交付されるお金や借金（村債）によっ
てまかなったりするお金です。

　歳出は「義務的経費」と「任意的経費」に分
けることができます。
　義務的経費とは、支出が義務付けられ任意に
削減ができない経費であり、任意的経費とは、
村が任意に支出でき、また村の意思によって削
減できる経費です。

歳入・歳出

歳　入

○用語解説
■村税　皆さんが納める税金や会社の法人税など
■繰入金　各種基金などから一般会計へ繰り入れるお金
■諸収入　預金利子や村が融資した貸付金の返済金など
■その他（自主）　公共施設の使用料、繰越金や分担金、
負担金など
■国庫支出金　事業を行うための国からの負担金・補助
金など
■県支出金　事業を行うための県からの負担金・補助金
など
■村債　事業を行うために借り入れたお金
■その他（依存）　地方交付税、地方譲与税、各種交付金
など

○用語解説
■人件費　職員の給与や議会議員などの報酬など
■扶助費　法令に基づいて被扶助者に支給される経費　
子ども手当や医療扶助など
■公債費　事業を行うために借り入れたお金の償還金
■物件費　消耗品、臨時職員賃金や業務委託料など
■補助金等　各種団体等への補助金など
■繰出金　一般会計から特別会計等へ繰り出すお金
■積立金　各種基金へ積み立てるお金
■普通建設事業費　道路の整備や公共施設などの建設に
要するお金
■その他　維持補修費、投資、出資、貸付金など

歳　入
22 年度 21 年度 年度比較

自
主
財
源

村税 6,739 6,255 484
繰入金 1,630 1,306 324
諸収入 328 122 206
その他（自主） 460 499 △ 39

依
存
財
源

国庫支出金 2,907 2,559 348
県支出金 538 985 △ 447
村債 1,210 793 417
その他（依存） 248 231 17
歳入合計 14,060 12,750 1,310

　

平
成
22
年
度
の
村
の
当
初
予
算
が

３
月
議
会
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
は
昨
年
度
よ
り

13
億
１
千
万
円（
前
年
度
比
10
・
３
％

増
）
増
の
１
４
０
億
６
千
万
円
。
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
な
ど
の
特
別

会
計
は
合
計
で
33
億
２
，
１
４
２
万

円
（
前
年
度
比
11
・
８
％
減
）、
水

道
事
業
会
計
な
ど
の
３
企
業
会
計
は

合
計
で
17
億
７
，
０
３
４
万
円
（
前

年
度
比
２
・
２
％
減
）
と
な
っ
て
い

ま
す
。（
２
．
一
般
・
特
別
・
企
業

会
計
別
比
較
表
参
照
）

　

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
自
然

が
彩
る
豊
か
な
未
来
を
拓
く
「
躍
進
・

発
展
の
ま
ち
」
を
将
来
像
と
す
る
第

３
次
六
ヶ
所
村
総
合
振
興
計
画
を
核

に
据
え
、
次
の
７
つ
の
重
点
施
策
の

具
体
的
な
推
進
を
目
的
に
し
ま
し
た
。

①
夢
と
活
力
の
あ
る
産
業
づ
く
り

②
個
性
あ
ふ
れ
る
人
・
文
化
づ
く
り

③
誰
も
が
豊
か
に
暮
ら
せ
る
健
康
づ
く
り

④
災
害
の
憂
い
を
な
く
す
安
全
づ
く
り

⑤
大
切
な
自
然
を
守
る
環
境
づ
く
り

⑥
快
適
な
暮
ら
し
を
創
る
都
市
づ
く
り

⑦
時
代
に
対
応
し
た
行
政
組
織
づ
く
り

　

財
政
基
盤
の
確
立
と
公
正
で
透
明

性
の
高
い
行
政
運
営
を
基
本
に
、
こ

の
７
つ
の
施
策
に
沿
っ
た
主
な
事
業

を『
３
．
重
点
施
策
別
の
主
な
事
業
』

で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

予
算
と
は
、
村
の
１
年
間
の
収
入

（
歳
入
）
と
支
出
（
歳
出
）
の
計
画
。

22
年
度
の
１
年
間
に
ど
の
く
ら
い
の
収

入
が
見
込
め
（
歳
入
）、
何
に
い
く
ら

使
う
の
か
（
歳
出
）
は
、
村
の
基
本
的

な
経
費
で
あ
る*

「
一
般
会
計
」
の
歳

入
、
歳
出
の
下
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
一
般
会
計
予
算
の
使
い
み

ち
を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、

村
民
一
人
あ
た
り
の
議
会
費
・
総
務

費
な
ど
目
的
別
の
金
額
に
置
き
換
え

ま
し
た
。『
１
・
村
民
一
人
あ
た
り

予
算
の
使
い
み
ち
』
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

*

村
の
会
計
に
は
、次
の
３
つ
が
あ
り
ま
す
。

■
一
般
会
計
：
行
政
運
営
の
基
本
的
な
経

費
を
計
上
し
た
会
計

■
特
別
会
計
：
特
定
の
歳
入
を
特
定
の
歳

出
に
充
て
る
な
ど
、
一
般
会
計
と
区
別
し

て
経
理
す
る
必
要
が
あ
る
会
計
（
国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
な
ど
）

■
企
業
会
計
：
民
間
企
業
の
よ
う
に
利
用

料
金
な
ど
の
収
益
で
運
営
し
て
い
る
会
計

村
の
基
本
的
な
経
費

一
般
会
計
の
歳
入
と
歳
出

歳　出

特集●平成 22 年度予算

歳　出（性質別）
22 年度 21 年度 年度比較

人件費 1,736 1,749 △ 13

扶助費 515 387 128

公債費 451 455 △ 4

任
意
的
経
費

物件費 2,078 1,933 145

補助金など 2,168 1,808 360

繰出金 1,463 1,335 128

積立金 188 164 24

普通建設事業費 5,167 4,584 583

その他 294 335 △ 41

歳入合計 14,060 12,750 1,310

義
務
的
経
費

単位：百万円

単位：百万円

平成 22 年度
一般会計当初予算は

   140 億 6 千万円
（前年度比 10.3％増）
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予算の使いみち・
比較表・主な事業

1. 村民一人あたりの予算の使いみち3. 重点施策別の主な事業内容

2. 一般・特別・企業会計別比較表

■ 22 年度予算についての問い合わせは、財政課　0175（72）2111（内線 242）まで。

         地域の安全を守る、
　　防災・消防、防犯体制の強化と充実による
　　「災害の憂いをなくす安全づくり」

本庁舎耐震補強工事　　　　　　2 億 2,114 万円
防災無線・TV 共聴施設等設置工事　　  800 万円
防犯灯設置　　　　　　　　　　　　    152 万円
県防災情報ネットワーク整備費負担金　945 万円
住宅火災警報器設置　　　　　　　　　  96 万円

          地域の個性を守り育てる、
　　 文化と人材育成による	
　　「個性あふれる人・文化づくり」

老人福祉センター改修　　　　　1 億 7,753 万円
尾駮小学校整備　　　　　　　  18 億 2,374 万円
千歳地区学習等供用センター増改修　 7,193 万円
村営学習塾運営　　　　　　　　　　 2,524 万円
電子情報ボード購入　　　　　　　　 6,355 万円
小・中学生海外体験学習　　　　　　 2,223 万円
村費負担教職員採用　　　　　　　　 9,754 万円

　　地域の自立を支える、
　　多様な産業の振興と立地による
　　「夢と活力のある産業づくり」

畜産担い手育成総合整備　　　　2 億    881 万円
六迎館建設　　　　　　　　　 1 億 2,468 万円
家畜ふん尿処理施設整備助成　　　　 3,694 万円
千樽地区用排水路整備　　　　　　　 2,482 万円
漁業振興対策助成　　　　　　    3 億 5,810 万円
消費拡大助成補助金　　　　　　　　   600 万円

　　住民の暮らしと健康を守る、
　　 福祉と医療の提供による　
　　「誰もが豊かに暮らせる健康づくり」	
	
長寿祝金支給　　　　　　　　　　　 1,327 万円
障害者自立支援給付　　　　　　1 億 5,877 万円
各種健康診査等　　　　　　　　　　 3,361 万円
乳幼児等健康診査委託　　　　　　　    900 万円
入浴施設利用者補助金　　　　　　　 1,250 万円
各種予防接種　　　　　　　　　　　 1,406 万円

         持続的な地域社会を構築する、
　　 生活・産業と環境の共生による　
　　「大切な自然を守る環境づくり」	

	
家庭ごみ収集運搬業務委託　　　　　5,500 万円
出戸川河川改修工事　　　　　　　　1,100 万円
農業環境保全対策助成金　　　　　　    371 万円
し尿運搬業務委託　　　　　　　　　1,919 万円

　　地域社会の未来を拓き創る、
　　 都市基盤の充実と都市開発による
　　「快適な暮らしを創る都市づくり」

地域情報基盤整備　　　　　　  14 億 3,077 万円
千歳４号線整備　　　　　　　　　　 9,054 万円
原々種農場弥栄平線整備　　　　1 億 1,498 万円
泊地区ふれあいセンター線整備　1 億 7,417 万円
南部処理区下水道整備　　　　　3 億 5,633 万円　　分権型社会に対応できる

　　 行財政運営の推進による	 　
　　「時代に対応した行政組織づくり」	
	
指定管理業務委託　　　　　　　3 億 7,706 万円
システム開発及び保守委託　　　　　5,490 万円

特集●平成 22 年度予算

　予算をより身近に、わかりやすく―。
　一般会計予算の歳出を村の人口（22 年 2 月 28 日現在）で割り、一人あたりの
金額を算出しました。
　本年度、村民一人あたりに使われる金額は、125 万 1 千円。人材育成（教育費）
や高齢者・子どもなどの福祉（民生費）の充実が主な特徴です。
　費目別に、一人あたりの予算と全体の予算〈（　）内〉を掲載しています。

会　計　名 22 年度当初予算 21 年度当初予算 年度比較
一　般　会　計 140 億 6,000 万円 127 億 5,000 万円 13 億 1,000 万円

特
別
会
計

国民健康保険特別会計（事業勘定） 12 億 7,256 万 6 千円 12 億 4,612 万 8 千円 2,643 万 8 千円
老人保健特別会計 40 万 1 千円 166 万 4 千円 △ 126 万 3 千円
後期高齢者医療特別会計 5,493 万 4 千円 5,703 万 9 千円 △ 210 万 5 千円
国民健康保険特別会計（尾駮施設勘定） 5 億 5,196 万 3 千円 5 億 4,235 万円 961 万 3 千円
国民健康保険特別会計（千歳平施設勘定） 8,772 万 6 千円 8,868 万 3 千円 △ 95 万 7 千円
介護保険特別会計（保険事業勘定） 8 億 6,001 万 3 千円 7 億 8,468 万 4 千円 7,532 万 9 千円
定住促進特別会計 1 億 2,687 万 2 千円 1 億 9,813 万 1 千円 △ 7,125 万 9 千円
土地区画整理特別会計 3 億 6,694 万 3 千円 8 億 4,883 万 4 千円 △ 4 億 8,189 万 1 千円
水道事業会計 4 億 7,461 万 2 千円 4 億 1,033 万 5 千円 6,427 万 7 千円
農業集落排水事業会計 1 億 1,945 万 7 千円 1 億 2,003 万 1 千円 △ 57 万 4 千円
下水道事業会計 11 億 7,627 万 4 千円 12 億 7,981 万 8 千円 △ 1 億 354 万 4 千円

合　計 191 億 5,176 万 1 千円 183 億 2,769 万 7 千円 8 億 2,406 万 4 千円

企
業
会
計

* 千円以下は四捨五入しています
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六ヶ所トピックス

振り込め詐欺に気をつけて
保健協力員がことぶき教室で劇を上演

　平成 21 年度第 6 回「ことぶき教室」が 2 月 17 日、中央公
民館で開かれ、泊地区の保健協力員が劇「振り込め詐欺を防ご
う」を上演しました。
　同教室の開催は、振り込め詐欺に狙われやすい高齢者に対し、
劇を通して詐欺の手口を知ってもらうことが目的。はがきや電
話で振り込め詐欺に遭いそうになったおじいさんとおばあさん
が、警察官、ＡＴＭくんと銀行員に引き止められ未遂に終わっ
たというストーリーを、保健協力員がそれぞれの役に扮し、丁
寧に分かりやすく演じました。受講生たちは、その熱演にうな
づきながら、見入っていました。
　本年度開催された「ことぶき教室」はこの日が最終回。教室
終了後、受講生 41 人に修了証が手渡されました。劇で振り込め詐欺防止を呼びかけた保健協力員たち

選挙管理委員の功績讃え
木村長太郎さん（故人）に「従六位」

　元選挙管理委員会委員長の木村長太郎さん（故人）に対し、
内閣から「従六位」の叙位の発令がありました。2 月 19 日に
古川健治村長から木村さんの娘の蝶子さんにその伝達が行われ
ました。
　木村さんは選挙管理委員を 8 期 32 年、委員長として 23 年
にわたり、村の選挙事務に尽力しました。その功績が認められ、
今回の発令となりました。
　古川村長は「選挙管理委員として長きにわたり木村さんに尽
力していただいた。その功績を讃えたい」と述べました。蝶子
さんは「選挙の仕事に対して、生き生きと誇りを持ってやって
いました。父はこの受賞を喜んでいると思います」と話してい
ました。木村長太郎さんの長女蝶子さん（前列中央）

「卓球の魅力をもっと知って」
北京オリンピックコーチが卓球指導

　「北京オリンピック代表コーチによる卓球教室」が１月 30 日、
泊小学校講堂で開かれました。同教室は六ヶ所村体育協会（橋本
隆春会長）の主催。村内のスポーツ少年団団員など 50 人が講師
の佐藤正喜さん（泊出身）から卓球の技術指導を受けました。
　当日は、坪口道和さん（青森大学出身－日産自動車所属）と水
野裕哉（東京アート所属）さんも参加、児童や生徒たちのレベル
に合わせた基本・応用技術などを指導しました。午後は模範試合
の見学や講師相手の試合に挑戦。参加者たちは “ 一流 ” の技術を
目の前にし、その技やスピードに驚いていたようすでした。
　試合終了後、選手を代表して上野嵐くん、能登将来くん、能登
朋香さん、上野武蔵くんが佐藤さんにお礼の言葉を述べました。
佐藤さんは「卓球の魅力をもっと知って。六ヶ所村から全国で活
躍する選手がぜひ出て欲しい」と選手たちを激励しました。

子どもたちに技術指導を行う佐藤さん（左）

Rokkasho Topics

　平成 21 年度六ヶ所村教育奨励
賞・スポーツ賞授与式が２月 18
日、村立中央公民館で行われま
した。
　本年度の教育奨励賞は個人の
部８人、団体の部１団体、スポー
ツ賞は個人の部６人、優秀選手
賞個人の部７人、スポーツ奨励
賞個人の部 42 人、団体の部 11
団体が受賞。松尾拓爾教育長か
ら受賞者一人一人に賞状と記念
品が手渡されました。
　受賞者を代表して村上広宗さ
ん（十和田工業高校３年）が「よ
い指導者に恵まれ、スポーツに
集中できる環境と応援があって
はじめて成果をあげることがで
きたと思っている。多くの人の
期待を胸に刻み、ますます精進
します」と謝辞を述べました。
　教育奨励賞は文化的な活動に
すぐれた能力を発揮した人、ス
ポーツ賞はスポーツの振興およ
びスポーツ活動で優秀な成績を
収めた人に贈られます。	

〈受賞者は次のとおりです〉
■教育奨励賞
○個人の部	
三浦杏佳（泊小）▽髙橋美波（尾駮
小）▽久保陽菜（戸鎖小）▽白山夢
成（同）▽松尾梨咲（千歳平小）▽
池田利恩（同）▽前田琉花（同）▽
阿部千晴（三本木農業高）
○団体の部	
第二中学校　吹奏学部	

■スポーツ賞	 	
○スポーツ賞（個人の部）	
赤石未稀（泊中）▽赤石裕里花（東
奥学園高）▽村上広宗（十和田工業
高）▽深野玄（平沼郵便局）▽橋本
秀幸（大泉運輸㈱）▽橋本猛（（財）
六ヶ所村文化振興公社）	

○優秀選手賞（個人の部）	
小泉蓮（千歳平小）▽赤石凌（泊小）
▽上野武蔵（同）▽髙橋麗未（盛岡
女子高）▽瀬川まどか（常盤木学園
高）▽鳥山学美（柴田女子高）▽阿
部瑠依（青森中央高）

○スポーツ奨励賞（個人の部）	
瀬川吏玖（泊小）▽赤石明（同）
▽赤石晃州（同）▽三浦健太（同）
▽中嶋講機（尾駮小）▽小山新（同）
▽祐川晃（泊中）▽上野楓（同）
▽上野顕（同）▽川村千尋（千歳中）
▽松尾龍斗（第一中）▽中村泰輝

（同）▽橋本徳幸（第二中）▽小
泉綾之（三本木農業高）▽橋本洋
平（同）▽吉田夏美（光星学院高）
▽鳥山洋一（六ヶ所高）▽上野嵐

（同）▽赤石一磨（同）▽川村一
樹（光星学院野辺地西高）▽上野
潤紀（同）▽新谷翔太（同）▽橋
本拓侑（同）▽對馬政幸（日本電
気工業㈱）▽奥山順平（日本原燃
㈱）▽三谷享（同）▽鈴木亨（同）
▽細越慶道（同）▽小野寺理（同）
▽沼端美幸（同）▽菊池睦夫（同）
▽松平和子（主婦）▽森上美鈴（同）
▽藤谷亨（六ヶ所村教育委員会）
▽赤石里美（六ヶ所村役場）▽酒
井耕二（尾駮診療所）▽米内山久
生（三沢小）▽浅沼恵美子（橋本
家畜診療所）▽橋本博子（同）▽
三輪瑞穂（おいらせ町菜の花幼稚
園）▽桜井直樹（六ヶ所消防署）
▽斉藤陽（青森県原子力センター）

○スポーツ奨励賞（団体の部）	
六ヶ所 FC（Ｕ -11）▽六ヶ所 FC

（Ｕ -12）▽泊中学校男子卓球部
▽泊中学校女子卓球部▽千歳中学
校野球部▽六ヶ所村水泳女子チー
ム▽六ヶ所村水泳女子リレーチー
ム▽六ヶ所村水泳女子リレーチー
ム▽六ヶ所村水泳男子リレーチー
ム▽六ヶ所村水泳男子リレーチー
ム▽陸友会男子リレーチーム

教育奨励賞受賞者の皆さん

スポーツ奨励賞受賞者の皆さん

松尾教育長から表彰を受ける受賞者たち

63 個人、12 団体の功績讃える
21 年度教育奨励賞、スポーツ賞授与式
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六ヶ所トピックス

「試験再開に向け努力継続を」
直嶋経済産業大臣がサイクル施設視察

　直嶋正行経済産業大臣は 3 月 6 日、六ヶ所村を訪れ、原子
燃料サイクル施設を視察しました。
　視察には、石田徹資源エネルギー庁長官、寺坂信昭原子力安
全・保安院長、蛯名武副知事などが同行、村からは古川健治村
長や小泉靖博企画・防災部門理事が同行しました。直嶋大臣は、
原燃ＰＲセンターで概要説明を受けたあと、再処理工場、ウラ
ン濃縮工場や高レベル廃棄物貯蔵管理センターなどを視察しま
した。
　視察後の会見で直嶋大臣は「高度な技術・システムだと改め
て思った。（ガラス固化体トラブルなどに関しては）いろいろ
と解決の道筋は見えてきたようだ。試験再開に向けて努力を継
続してほしい」と話しました。日本原燃㈱の松村一弘再処理事業部長（中央）からサイクル施設

の説明を受ける直嶋大臣（左から２人目）

情感豊かに万葉集を紹介
村女連協が女性団体交流事業開催

　平成 21 年度六ヶ所村女性団体交流事業が 2 月 28 日、スワニー
で開かれました。同事業は村内の女性団体で組織される六ヶ
所村女性団体連絡協議会（菊池トシヱ会長、13 団体）が主催。
各団体間の相互理解と連帯感の醸成を目的に毎年開催されてい
ます。
　八戸短期大学客員教授の三村三千代さんを講師に迎え「女性
の生き方　今・昔～いつも女性はたくましい～」と題した講演
が行われました。三村さんは、万葉集を解説しながら、昔の女
性の潔さやたくましい生き方を情感豊かに紹介。参加者は、う
なずきながら聞き入っていました。
　菊池会長は「ふだんなじみのない万葉集をわかりやすく紹介
していただいた。昔の女性のたくましい生き方に元気づけられ
た」と話していました。講師の三村さん

そば打ち実演に興味と感心
戸鎖手打ちそば　かけはし寮で実演

　戸鎖手打ちそば愛好会（久保勝廣会長）は 3 月 7 日、かけ
はし寮で手打ちそばの実演を行いました。
　同会員は、水回しからやそばの生地を整える「角出し」など
の一連の作業を丁寧に説明しながら実演。施設利用者たちは、
その手さばきに感心しながら真剣に見入っていました。実演終
了後、利用者代表の６人から愛好会会員たちへ、同所で栽培さ
れたシクラメンなどの鉢花が贈られました。
　同所の高橋のり子施設長は「そばの実演も見事でしたが、準備
から後片付けまでのきちんとした仕事ぶりも、利用者の皆さんに
とって大変勉強になったと思います」と笑顔で話していました。
　昼食時は、この日打ったそばがふるまわれ、施設利用者たちは

「おいしかった」「またぜひ来て欲しい」などと話していました。そば打ちを実演する愛好会会員たち

Rokkasho Topics

「安全に注意を払い確実に」
中井防災担当大臣がサイクル施設視察

　中井 洽
ひろし

防災担当大臣は 3 月 7 日、六ヶ所村を訪れ、原子燃
料サイクル施設を視察しました。
　視察には、大島敦同副大臣や青山祐治副知事などが同行、村
からは古川健治村長と小泉靖博企画・防災部門理事が同行しま
した。中井大臣は、原燃 PR センターで説明を受けたあと、高
レベル放射性廃棄物貯蔵センターと再処理工場を視察しまし
た。
　視察後の会見で中井大臣は「科学技術のスタートは何かとト
ラブルが発生し、それを一つ一つ克服してできあがる。安全に
細心の注意を払いながら、一つずつ確実にやっていただきたい」
と話しました。
　日本原燃の大和愛司副社長（中央）から説明を受ける中井大臣（左）

活動の思い出語りあう
平沼老人クラブ結成 40 周年記念式典

祝賀会で乾杯する出席者たち

　平沼老人クラブ結成 40 周年記念式典が 3 月 16 日、平沼集
会所で開かれ、会員など 45 人が同クラブの節目を祝いました。
　式典では、橋本冨一同式典実行委員長が式辞。40 周年を祝
して橋本委員長から、同クラブの役員を 10 年以上務めた 10
人に感謝状、共に 80 歳以上で金婚式を迎えた夫婦 4 組に顕彰
状が授与されました。式典終了後に行われた祝賀会では、会員
が「もちつき踊り」などを披露。出席者たちは、会の活動を振
り返りながら思い出を語り合っていました。

〈表彰者は次のとおり〉●感謝状　橋本喜太郎▽海津久之助（故
人）▽橋本冨一▽二本柳晴子▽橋本ちよ▽橋本千寿▽吉田サダ
▽橋本サツエ▽角きくえ▽田中ユキ　●顕彰状　橋本定・ちよ
▽橋本冨一・きくえ▽吉田勇治・サダ▽橋本幸吉・安江

国際交流や研修の拠点に
「国際教育研修センター」竣工式

　「国際教育研修センター」の竣工式が 3 月 19 日に開かれ、
関係者やインターナショナルスクール（KIS）の生徒など約 80
人が同所の完成を祝いました。
　式では、古川健治村長が「豊かな国際感覚を備えた魅力ある人
材育成に資することができる。施設を存分に活用し村の子どもた
ちとの交流がさらに深まるよう願う」と式辞を述べました。
　尾駮レイクタウンの北側に整備された同センターは鉄筋コン
クリート２階建てで、語学研修の教室や交流に使う学習室、多
目的ルーム、KIS の教室などを備えた造り。KIS 生徒のアナイス・
ベルマーレさんは「校舎がきれいで図書室にも本がたくさんあ
る。読書が好きなので日本語の本などもいっぱい読みたい」と
笑顔で話していました。開所を記念し、テープカットをする古川村長（右から３人目）



14Rokkasho●2010-415 Rokkasho●2010-4

	

　大石総合運動公園のフィールドアスレチック
「ジョーもんとあそぼう」が 4 月 1 日、オープ

ンします。
　ジョーもんは、３歳から 12 歳までの幅広い
年齢の子どもたちが楽しめるよう、さまざまな
アイテムが組み合わされた大型複合遊具。ロン
グスライダー（すべり台）が自慢の『オジロワ
シの塔エリア』、くるくるトンネルやぐるぐるス
ライダーなど前後左右に広がるアイテムがいっ
ぱいの『わんぱくとりでエリア』、遠くの友だち
と話せるトークチューブなどを備えた『つどい
の塔エリア』など、対象年齢ごとに３つのエリ
アに分かれています。つどいエリアは、車いす
利用や体に障害のある子どもたちも存分に楽し
めるような造りになっています。
　ジョーもんは、縄文の里六ヶ所村をテーマに
したデザイン。遊具に施されている「鼻曲がり
土面」や村の鳥「オジロワシ」、縄文土器の文様
や竪穴式住居のデザインを見つけるのも楽しい
かも。さぁ、休日は大石総合運動公園で、ジョー
もんと元気よく遊ぼう。

Pick
 Up
Topics

休
日
は
大
石
総
合
運
動
公
園
で

「
ジ
ョ
ー
も
ん
と
あ
そ
ぼ
う
」！

「ジョーもんとあそぼう」

つどいの塔エリア（対象年齢 3 ～ 6 歳）

オジロワシの塔エリア
（対象年齢 6 ～ 12 歳）

わんぱくとりでエリア
（対象年齢 6 ～ 12 歳）

４連ブランコ

14Rokkasho●2010-4

　遊べる遊具がたくさんあるか
ら、飽きない。小さい子どもで
も安全に遊べるよ。

髙橋 美
み く

空さん
（尾駮小 5 年）

髙橋 美
み な み

波さん
（尾駮小 5 年）

　普通の公園にない、長いすべ
り台がおもしろい。また、ぜひ
遊びに来たい。

森　胡
く る み

桃さん
（尾駮小 4 年）

　クライミング遊具がおもしろ
かった。ロッククライミングに
興味があるのでうれしい。

佐々木真
ま し ろ

白さん
（尾駮小 3 年）

　ブランコがおすすめ。すべり
台が高くてちょっと怖いけど、
すべればとっても楽しい。

「ジョーもん」で遊んでみたよ

StyleRokkasho12

六 ヶ 所 人 の ス タ イ ル 通 信

PROFILE

ジュゼッペさんに巻き寿司の作り方を教える吉田さん（左）

　
「
せ
っ
か
く
だ
か
ら
楽
し
ま
な
く

ち
ゃ
」。
取
材
中
、
吉
田
さ
ん
は
に
っ

こ
り
笑
い
な
が
ら
、
よ
く
こ
う
話
す
。

　

多
趣
味
で
多
才
な
吉
田
さ
ん
。「
若

い
こ
ろ
か
ら
、
ず
っ
と
習
い
事
好
き
。

月
謝
を
払
い
続
け
て
ま
す
」
と
ほ
が

ら
か
に
笑
う
。
洋
裁
、
ピ
ア
ノ
、
ダ

ン
ス
、
ヨ
ガ
、
ア
ー
ト
書
…
。
今
も

尽
き
な
い
学
習
意
欲
で
、
毎
週
末
は

盛
岡
市
で
行
わ
れ
る
放
送
大
学
を
受

講
。
月
に
一
度
は
そ
の
足
で
、
妹
・

恵
美
子
さ
ん
の
い
る
東
京
に
向
か

「
楽
し
ま
な
い
と
」。
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
思
考
が
元
気
の
秘
訣

吉田幸代 さ
ん

●よしだ・さちよ
六ヶ所村泊在住。
洋裁や和裁も得意。
パッチワークや、ふ
ろしきをリサイクル
した掛け軸などで
家 を 飾 って い る。
ハーブなども庭で育
て、訪問した友人に
おもてなしのハーブ
足湯をサービスする
こともあるという。

う
。
書
家
で
あ
る
恵
美
子
さ
ん
か
ら

水
墨
画
を
習
い
、
そ
れ
を
飾
る
表
装

に
も
現
在
凝
っ
て
い
る
よ
う
。
昨
年

11
月
に
東
京
交
通
会
館
で
開
か
れ
た

展
示
会
（
第
28
回
綾
の
会
表
装
展
「
お

部
屋
の
壁
面
を
飾
る
掛
け
軸
」）
で

は
、
同
会
会
員
た
ち
の
作
品
と
共
に

吉
田
さ
ん
手
作
り
の
掛
け
軸
が
会
場

を
彩
っ
た
。「
好
奇
心
旺
盛
で
欲
張

り
な
の
か
も
」
と
く
す
っ
と
笑
う
吉

田
さ
ん
の
背
中
越
し
に
は
、
丁
寧
な

タ
ッ
チ
の
絵
や
書
な
ど
が
所
狭
し
と

並
ん
で
い
る
。

　

現
在
、
村
主
催
の
韓
国
語
教
室
の

受
講
生
で
も
あ
る
吉
田
さ
ん
。
異
文

化
交
流
フ
ェ
ア
で
は
韓
国
ブ
ー
ス
を

仲
間
と
共
に
盛
り
上
げ
た
。そ
の
フ
ェ

ア
を
き
っ
か
け
に
知
り
合
っ
た
外
国

人
か
ら
料
理
を
習
い
た
い
と
依
頼
さ

れ
、
３
月
に
自
宅
で
交
流
会
を
開
い

た
。

　

出
席
し
た
の
は
、
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
・
Ｂ

Ａ
研
究
者
の
ジ
ュ
ゼ
ッ
ペ
さ
ん
や

マ
リ
オ
さ
ん
、
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ス
ク
ー
ル
校
長
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
さ

ん
や
そ
の
家
族
た
ち
。
吉
田
さ
ん
は

仲
間
た
ち
と
共
に
手
料
理
で
も
て
な

し
た
り
、
に
ぎ
り
ず
し
や
お
好
み
焼

き
の
作
り
方
を
教
え
た
り
…
。
ジ
ュ

ゼ
ッ
ペ
さ
ん
た
ち
は
し
ゃ
り
を
握
る

力
加
減
や
お
好
み
焼
き
の
返
し
に
四

苦
八
苦
。
手
と
り
足
と
り
の
吉
田
さ

ん
の
〝
講
義
〟
は
会
場
を
始
終
笑
い

で
包
み
込
ん
だ
。
マ
リ
オ
さ
ん
の
妻
、

ヴ
ィ
ー
ア
ニ
さ
ん
は
「
六
ヶ
所
に
来

て
初
め
て
こ
う
い
う
交
流
が
持
て

た
。
日
本
の
料
理
を
い
ろ
い
ろ
覚
え

た
い
の
で
貴
重
な
経
験
。
早
速
家
で

作
っ
て
み
ま
す
」
と
声
を
弾
ま
せ
る
。

吉
田
さ
ん
は
「
せ
っ
か
く
家
に
来
て

く
れ
る
ん
だ
か
ら
、
精
一
杯
も
て
な

さ
な
い
と
ね
」
と
満
面
の
笑
み
。

　

吉
田
さ
ん
の
パ
ワ
ー
の
源
を
聞
く

と
「
何
で
も
興
味
を
持
た
な
い
と
つ

ま
ら
な
い
で
し
ょ
。
英
語
だ
っ
て
最

初
は
話
せ
な
い
の
が
当
た
り
前
。
あ

い
さ
つ
で
も
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば

世
界
が
広
が
る
ん
で
す
よ
。
楽
し
み

な
が
ら
や
ら
な
い
と
」。最
後
は
や
っ

ぱ
り
こ
の
言
葉
で
ほ
ほ
笑
ん
だ
。

多趣味多才で生き生きと。
パワーの源は、旺盛な好奇心とおもてなしの心。

吉田さんの水墨画。絵を飾
る表装も自分でつくるほど
手が器用だ
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　国際交流 International Exchange

「もっと村の皆さんと交流したいですね」
ミシェルさんとヴァレリーさんがフランス語教室を始めます

　

フ
ラ
ン
ス
人
の
ミ
シ
ェ
ル

さ
ん
は
Ｉ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
関
係
の
エ

ン
ジ
ニ
ア
で
、
奥
さ
ん
の
ヴ

ァ
レ
リ
さ
ん
と
共
に
昨
年
９

月
か
ら
村
に
在
住
。
ヴ
ァ
レ

リ
ー
さ
ん
は
１
月
か
ら
ベ
リ

ー
ダ
ン
ス
教
室
を
始
め
て
い

ま
す
。
４
月
か
ら
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
で
フ
ラ
ン
ス
語
教
室
を

始
め
る
２
人
に
、
ド
イ
ツ
国

際
交
流
員
の
ダ
ニ
エ
ル
が
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま
し
た
。

　
　

六
ヶ
所
村
で
の
生
活
は

　
　

ど
う
で
す
か

変
わ
っ
て
い
な
い
と
思
い
ま

し
た
。
物
の
値
段
も
10
年
前

と
比
べ
て
あ
ま
り
上
が
っ
て

い
な
い
気
が
し
ま
す
。

　
　

こ
れ
か
ら
日
本
で
ど
ん

　
　

な
生
活
が
し
た
い
で
す
か

ヴ
ァ
レ
リ
ー
：
も
っ
と
日
本

語
を
勉
強
し
て
、
ペ
ラ
ペ
ラ

に
な
り
た
い
で
す
。
た
だ
、

日
本
人
に
日
本
語
で
話
す
と

日
本
語
で
は
な
く
、
英
語
で

返
事
さ
れ
ま
す
…
。

ミ
シ
ェ
ル
：
わ
た
し
も
一
生

懸
命
日
本
語
を
勉
強
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
っ
と
村

民
と
交
流
し
て
、
フ
ラ
ン
ス

の
文
化
も
日
本
人
に
教
え
た

い
で
す
。
で
す
か
ら
わ
た
し

た
ち
は
４
月
か
ら
ス
ワ
ニ
ー

で
フ
ラ
ン
ス
語
を
教
え
ま

す
。
皆
さ
ん
の
参
加
を
と
て

も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

フ
ラ
ン
ス
語
の
習
得
は
も

ち
ろ
ん
、
フ
ラ
ン
ス
文
化
に

も
ふ
れ
る
よ
い
機
会
。
皆
さ

ん
ぜ
ひ
参
加
を
。
…
ド
イ
ツ

語
も
よ
ろ
し
く
ね（
ダ
ニ
エ
ル
）。

○
フ
ラ
ン
ス
語
教
室

■
日
時　

毎
週
木
曜
日

初
級
・
中
級
と
も　

午
後
６

時
30
分
～
７
時
30
分

■
場
所　

ス
ワ
ニ
ー

ヴ
ァ
レ
リ
ー
：
と
て
も
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
六
ヶ
所
に
来
る

前
は
友
人
に
青
森
は
と
て
も
寒

い
と
言
わ
れ
た
か
ら
、
も
っ
と

寒
い
か
と
思
い
ま
し
た
が
、
そ

う
で
も
な
か
っ
た
で
す
。
こ
れ

ま
で
青
森
県
の
い
ろ
い
ろ
な
所

に
行
き
、
村
の
イ
ベ
ン
ト
に
も

参
加
し
ま
し
た
。
例
え
ば
、
異

文
化
交
流
フ
ェ
ア
で
ベ
リ
ー
ダ

ン
ス
を
踊
っ
た
り
、
ミ
シ
ェ
ル

と
村
の
栄
養
教
室
に
も
参
加
し

ま
し
た
。

ミ
シ
ェ
ル
：
日
本
の
食
べ
物

は
と
て
も
お
い
し
い
で
す

ね
。特
に
刺
身
が
好
き
で
す
。

こ
こ
に
い
る
間
は
フ
ラ
ン
ス

の
食
事
は
あ
ま
り
し
て
い
ま

せ
ん
ね
。

　
　

日
本
の
生
活
で
驚
い
た

　
　

こ
と
は
あ
り
ま
す
か

ヴ
ァ
レ
リ
ー
：
10
年
前
に
主

人
の
仕
事
で
１
年
間
福
井
県

に
住
ん
で
い
た
の
で
、
あ
ま

り
び
っ
く
り
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
や
っ
ぱ
り
日

本
と
フ
ラ
ン
ス
の
大
き
な
違

い
は
日
本
人
は
団
体
で
行
動

す
る
の
に
対
し
て
フ
ラ
ン
ス

人
の
方
は
個
人
的
だ
と
い
う

こ
と
で
す
。

ミ
シ
ェ
ル
：
10
年
後
、
ま
た

日
本
に
来
て
み
て
、
あ
ま
り

英
会
話
教
室

■
時
間　
（
毎
週
水
曜
日
）

○
小
学
生　

午
後
５
時
～
６
時

○
初
級　

午
後
６
時
～
７
時

○
中
級　

午
後
７
時
～
８
時

■
場
所　

ス
ワ
ニ
ー

ド
イ
ツ
語
教
室　

■
時
間　

○
初
級
（
子
ど
も
）　

毎
週
火
曜
日　

午
後
３
時
30
分
～
４
時

○
初
級　

毎
週
水
曜
日　

午
後
３
時
～
４
時

■
場
所　

国
際
交
流
ラ
ウ
ン

ジ
（
リ
ー
ブ
内
）、
ス
ワ
ニ
ー

韓
国
語
教
室

■
時
間
（
毎
週
木
曜
日
）

○
初
級　

午
後
５
時
30
分
～

６
時
30
分

○
中
級　

午
後
６
時
30
分
～

７
時
30
分

■
場
所　

ス
ワ
ニ
ー

■
申
込
期
限　

い
ず
れ
も
４

月
20
日
水

英
語
交
流
会

　

村
在
住
の
外
国
人
と
言
語

交
流
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

自
由
に
自
分
の
言
語
力
に
あ

わ
せ
て
会
話
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

４
月
20
日
火

午
後
６
時
～
７
時

■
場
所　

ス
ワ
ニ
ー

イ
タ
リ
ア
料
理
教
室

　

講
師
の
ラ
イ
ラ
さ
ん
が
自
慢
の

イ
タ
リ
ア
料
理
を
紹
介
し
ま
す
。

■
日
時　

４
月
27
日
火

午
後
６
時
～
８
時

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
募
集
人
数　

10
人

■
参
加
費　

材
料
費

■
申
込
期
限　

４
月
23
日
金

韓
国
料
理
教
室

　

今
月
は｢

豚
肉
炒
め｣｢

ほ

う
れ
ん
草
和あ

え｣
｢

も
や
し

和あ

え｣

を
作
り
ま
す
。

■
日
時　

４
月
14
日
水

午
後
６
時
～
８
時

■
場
所　

中
央
公
民
館

■
募
集
人
数　

10
人

■
参
加
費　

材
料
費

■
申
込
期
限　

４
月
９
日
金

　

２
月
21
日
の
異
文
化
交
流

フ
ェ
ア
の
よ
う
す
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ

に
収
録
し
ま
し
た
。
外
国
人
に

よ
る
「
水
戸
黄
門
」
の
寸
劇
や

各
国
の
ブ
ー
ス
な
ど
、
当
日
の

雰
囲
気
が
味
わ
え
ま
す
。
貸
出

を
希
望
す
る
人
は
、
国
際
交
流

課
ま
た
は
国
際
交
流
ラ
ウ
ン

ジ
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

各
種
教
室
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す

交番だよりSafety Information

　

新
学
期
は
、
少
年
た
ち
に

と
っ
て
環
境
が
変
わ
り
、
期

待
と
不
安
で
心
身
共
に
揺
れ

動
く
時
期
で
す
。

  
特
に
、
新
入
学
児
童
・
生

徒
に
と
っ
て
は
特
に
大
切
な

時
期
で
す
か
ら
、
家
庭
で

日
々
の
コ
ミ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
り
、
子
ど
も
た
ち
の
心

の
微
妙
な
変
化
に
敏
感
で
い

た
い
も
の
で
す
。

　

チ
ェ
ッ
ク

　

ポ
イ
ン
ト

携
帯
電
話
を
持
た
せ
る
と
き
は

　

こ
の
時
期
、
新
入
学
、
進

学
祝
い
で
子
ど
も
に
携
帯
電

話
を
持
た
せ
る
家
庭
が
増
加

し
ま
す
。

　

最
近
の
子
ど
も
た
ち
は
、
通

話
を
す
る
こ
と
よ
り
も
、
メ
ー

ル
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
が

主
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
ケ
ー
タ
イ
」
に
潜
む
ワ
ナ

①
出
会
い
系
サ
イ
ト
へ
の
援

助
交
際
を
誘
引
す
る
書
き
込

み
な
ど

②
送
っ
た
写
真
が
元
で
脅
迫

な
ど
の
被
害
に

③
学
校
裏
サ
イ
ト
や
掲
示
板

へ
の
書
き
込
み
に
よ
る
い
じ

め
や
誹
謗
中
傷

④
不
当
な
料
金
請
求
あ
る
い

は
高
額
な
利
用
料
金
の
請
求

　

こ
の
よ
う
な
危
険
か
ら
少

年
を
守
る
た
め
に
は
フ
ィ
ル
タ

リ
ン
グ
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

　
「
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
」
と

は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

ペ
ー
ジ
を
一
定
の
基
準
に
よ

り
「
表
示
し
て
よ
い
も
の
（
健

全
な
サ
イ
ト
）」
と
「
表
示
を

禁
止
す
る
も
の
（
出
い
系
サ

イ
ト
な
ど
）」
に
分
け
、
子
ど

も
に
見
せ
た
く
な
い
ペ
ー
ジ

に
は
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
よ

う
に
規
制
す
る
機
能
で
す
。

　

保
護
者
の
皆
さ
ん
が
、
携

帯
電
話
な
ど
の
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
ひ
そ
む
犯
罪
の
危

険
性
を
知
る
こ
と
が
最
大
の

被
害
防
止
方
策
で
す
。

　
「
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
」
の

設
定
な
ど
は
、
各
販
売
店
に

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（
ピ
ア
・
ナ
ビ
）

 h
ttp

://w
w

w
.p

olice.
p

re
f.a

o
m

o
ri.jp

/
se

ia
n

b
u

/sy
o

u
n

e
n

/
peernavi/index.htm

l

※
青
森
県
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ジ
ャ
ン
プ
で
き
ま
す
。

○
ヤ
ン
グ
メ
ー
ル
相
談　

youngm
ail-587867@

extra.ocn.ne.jp

（
24
時
間

受
理
。
回
答
は
１
～
２
日
後（
土

日
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
。））

○
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン

☎
０
１
２
０
（
58
）
７
８
６
７

（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
：
土
日
祝
日
、
年

末
年
始
を
除
く
、
８
時
30
分
～
17
時
）

　

振
り
込
め
詐
欺
と
は
次
の

４
つ
の
詐
欺
の
総
称
で
す
。

オ
レ
オ
レ
詐
欺
…
兄
弟
・
息

子
・
孫
な
ど
を
か
た
り
、「
金

を
使
い
込
ん
だ
、
事
故
を
起

こ
し
た
」
な
ど
と
言
っ
て
お

金
を
だ
ま
し
取
る
。

架
空
請
求
詐
欺
…
架
空
事
実

を
口
実
と
し
た
料
金
を
請
求

し
て
お
金
を
だ
ま
し
取
る
。

融
資
保
証
金
詐
欺
…
融
資
の

保
証
金
名
目
で
お
金
を
だ
ま

し
取
る
。

還
付
金
等
詐
欺
…
「
還
付
金

が
あ
る
」
と
申
し
向
け
て
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
を
操
作
さ
せ
て
お
金

を
だ
ま
し
取
る
。

　

振
り
込
め
詐
欺
に
つ
い
て

の
相
談
は
、
警
察
安
全
相

談
電
話
☎
０
１
７
（
７
３
５
）

９
１
１
０
へ
。

■
期
間　

４
月
６
日
火
～
15

日
木
の
10
日
間

■
運
動
の
重
点

○
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通

事
故
防
止

○
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ

ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

の
正
し
い
着
用
の
徹
底

○
自
転
車
の
安
全
利
用

の
推
進

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

　

ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ

い
。

○
Ａ
Ｂ
Ａ
「
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
４
月
17
日
土

午
前
９
時
30
分
～
35
分

「
振
り
込
め
詐
欺
」
の
被

害
を
防
止
し
よ
う

○
Ｒ
Ａ
Ｂ
ラ
ジ
オ
「
広

報
タ
イ
ム
」（
毎
週
月
～

新学期における少年の非行や犯罪被害を防止しよう

振
り
込
め
詐
欺
に
ご

注
意
を

～
振
り
込
め
詐
欺
は
ま
だ

ま
だ
発
生
し
て
い
ま
す
～

② 2 月末の村の物件事故発生状況
平成 22 年 21 年

前年比
2 月中 累計 累計

30 61 54 ＋ 7

① 2 月末の村の人身事故発生状況
平成 22 年 21 年 前年比2 月中 累計 累計

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

発
生

死
者

傷
者

4 0 6 4 0 6 9 0 13 -5 0 -7

毎月６日は、六ヶ所村民交通安全の日
死亡事故ゼロ 3,391 日達成！（2 月 28 日現在）

木
午
前
７
時
30
分
～
35
分
）

○
Ｆ
Ｍ
あ
お
も
り
「
情
報
ぱ

れ
っ
と
」（
毎
週
月
～
木
午

後
０
時
50
分
～
55
分
）

５
日
～
８
日
「
新
学
期
に
お

け
る
少
年
の
非
行
や
犯
罪
被

害
を
防
止
し
よ
う
」「
春
の

全
国
交
通
安
全
運
動
の
お
知

ら
せ
」

12
日
～
15
日「
ス
ト
ー
カ
ー
・

Ｄ
Ｖ
相
談
窓
口
の
お
知
ら

せ
」

26
日
～
29
日
「
振
り
込
め
詐

欺
」
の
被
害
を
防
止
し
よ
う■上記についての問い合わせ・申し込み先　国際交流課　☎ 0175（72）2111（内線 262）

こんにちは♪
ダニエルです

ダ

ダ

ダ

ヴァレリーさん（左）とミシェルさん（中央）

異
文
化
交
流
フ
ェ
ア

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
貸
し
出

し
ま
す　

事
故
・
犯
罪
防
止

対
策
の
番
組
が
放

送
さ
れ
ま
す

春
の
全
国
交
通
安
全

運
動
に
参
加
し
よ
う

インタビュアー・ダニエルが
村在住外国人の声を皆さんに
お届けします。

国
際
交
流

医
療

健
康

交
番
だ
よ
り

国
際
交
流

医
療

健
康

交
番
だ
よ
り
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　医療Medical

歯周病とメタボリックシンドローム
日本人の歯周病人口は 7,900 人

尾駮診療所　歯科医長

中美 俊大

　

メ
タ
ボ
（
メ
タ
ボ
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
）
を
放
っ
て
お
く
と

動
脈
硬
化
や
糖
尿
病
な
ど
の

生
活
習
慣
病
を
引
き
起
こ
す

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に

動
脈
硬
化
は
循
環
器
病
（
心

筋
梗
塞
・
狭
心
症
・
脳
梗 

塞
・

閉
鎖
性
動
脈
硬
化
）
に
な
り

や
す
い
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
動
脈
硬
化
は
、
あ
る
程

度
症
状
が
進
ま
な
い
限
り
、

な
か
な
か
症
状
と
し
て
出
に

く
い
病
気
で
す
。
し
か
も
、

動
脈
硬
化
に
よ
る
循
環
器
病

は
働
き
盛
り
に
突
然
発
症
す

る
こ
と
が
多
く
、
生
命
に
関

わ
る
重
大
な
病
気
で
、
発
症

し
た
後
の
後
遺
症
も
深
刻
で

す
。

　

こ
れ
は
口
の
病
気
で
あ
る

歯
周
病
に
も
い
え
る
こ
と

で
、
歯
周
病
は
痛
み
も
症
状

が
進
行
し
て
み
な
け
れ
ば
分

か
ら
ず
突
然
発
症
す
る
病
気

で
す
。
し
か
も
、
メ
タ
ボ
と

同
様
に
、
歯
周
病
も
働
き
盛

り
の
30
代
後
半
か
ら
40
代
、

50
代
で
発
症
す
る
こ
と
が
多

い
た
め
、「
治
療
に
行
く
時

メ
タ
ボ
世
代
と
歯
周
病

世
代
は
同
じ
40
代
!?

　

メ
タ
ボ
と
そ
の
予
備
軍
の

割
合
が
高
く
な
る
年
齢
層

は
40
代
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
歯
周
病
が
悪
化
し
だ
す

年
齢
と
も
一
致
し
ま
す
。
最

近
の
研
究
で
は
、
歯
周
病
と

全
身
の
健
康
は
深
い
関
係
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま

間
が
な
か
な
か
取
れ
な
い

～
」
な
ど
と
放
置
し
て
し
ま

い
が
ち
で
す
。

　

歯
周
病
を
放
置
し
て
お
く

と
▽
ご
飯
が
食
べ
ら
れ
な
い

▽
痛
く
て
眠
れ
な
い
▽
顔
が

変
形
す
る
く
ら
い
腫
れ
て
し

ま
う
―
と
症
状
が
進
み
、
や

が
て
は
歯
を
抜
く
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

し
た
。
内
臓
脂
肪
型
の
肥
満

で
は
、
炎
症
物
質
の
分
泌
が

増
加
し
、
血
管
を
通
っ
て
口

に
到
達
す
る
と
、
歯
周
病
を

進
行
さ
せ
る
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
体
の
中
に
炎

症
物
質
が
多
い
状
態
が
続
く

と
、
免
疫
シ
ス
テ
ム
の
バ
ラ

ン
ス
が
崩
れ
て
抵
抗
力
が
低

下
し
、
歯
周
病
に
か
か
り
や

す
く
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

近
年
の
研
究
で

は
、
日
本
女
性
を

対
象
と
し
た
調
査

か
ら
メ
タ
ボ
の
診

断
項
目
で
あ
る
ウ

エ
ス
ト
サ
イ
ズ
、

血
清
脂
肪
異
常
、
高
血
圧
に

あ
て
は
ま
る
数
が
多
い
ほ

ど
、
歯
周
病
の
リ
ス
ク
が
高

く
な
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
報
告
に
よ
る
と
全
く

あ
て
は
ま
る
項
目
が
な
い
人

に
比
べ
、
あ
て
は
ま
る
項
目

が
１
つ
だ
け
で
も
あ
る
だ
け

で
２
倍
、
３
つ
あ
れ
ば
４
・

１
倍
も
歯
周
病
の
リ
ス
ク
が

高
く
な
る
こ
と
が
分
か
っ
て

い
ま
す
。

メ
タ
ボ
に
つ
い
て

復
習
し
よ
う

メ
タ
ボ
の
基
準
は
？

○
ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ズ

　

ウ
エ
ス
ト
サ
イ
ズ
男
性
85

㎝
以
上
、
女
性
90
㎝
以
上
に

加
え
、
次
の
い
ず
れ
か
２
つ

以
上
が
あ
て
は
ま
れ
ば
メ
タ

ボ
で
す
。

◆
脂
質
の
異
常　

　

中
性
脂
肪
が
、
１
５
０
㎎

／
㎗
以
上
か
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
値
が
40
㎎
／
㎗

未
満
ま
た
は
そ
の
両
方
に
あ

て
は
ま
る
。

◆
高
血
糖

　

空
腹
時
血
糖
値
が
１
１
０

㎎
／
㎗
以
上

◆
高
血
圧

　

収
縮
期
血
圧
や
１
３
０
㎜

Hg 

以
上
か
、
拡
張
期
血
圧

が
85
㎜
Hg 

以
上
ま
た
は
そ

の
両
方
に
あ
て
は
ま
る
。

　

メ
タ
ボ
の
予
防
と
い
え
ば

運
動
で
す
が
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ

な
ど
の
運
動
後
の
水
分
補
給

に
、
黒
酢
ド
リ
ン
ク
や
ビ
タ

ミ
ン
ド
リ
ン
ク
を
愛
飲
さ
れ

て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
？

　

汗
を
か
い
て
体
内
の
水
分

が
減
る
と
、
唾
液
の
分
泌
量

は
ぐ
っ
と
減
り
ま
す
。
唾
液

の
力
が
弱
ま
っ
て
い
る
と
き

に
習
慣
的
に
酸
の
強
い
飲
み

物
を
飲
む
と
歯
全
体
が
溶
け

る
酸
蝕
歯
に
な
り
ま
す
。
体

に
は
よ
く
て
も
、
歯
に
は
よ

く
な
い
習
慣
で
す
。
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
メ
タ
ボ
を
予
防

す
る
こ
と
も
大
事
で
す
が
、

な
か
な
か
生
活
習
慣
を
変
え

る
こ
と
は
困
難
で
す
。
ち
な

み
に
栄
養
大
学
の
講
師
を
し

て
い
た
栄
養
士
の
妹
に
肥
満

を
改
善
す
る
に
は
ど
う
し
た

ら
聞
い
た
ら
、
か
え
っ
て
き

た
答
え
は
「
犬
を
飼
う
よ
う

に
首
輪
を
つ
け
て
散
歩
さ

せ
、
食
事
の
量
を
し
っ
か
り

管
理
し
て
、
間
食
し
な
い
よ

う
に
み
は
る
」
で
し
た
。

健康 Health

今月の歯ッピーエンゼルたち
2 月２日の３歳児健診で虫歯のな
かった子どもたちです

伊藤 駿裕くん 園元　輝くん

亀田 夏帆ちゃん

　

よ
く
耳
に
す
る
生
活
習
慣

病
の
一
つ
「
糖
尿
病
」。　

　

平
成
９
年
に
行
わ
れ
た
糖

尿
病
実
態
調
査
に
よ
る
と

「
糖
尿
病
の
可
能
性
を
否
定

で
き
な
い
人
」
が
６
８
０
万

人
と
「
糖
尿
病
が
強
く
疑

わ
れ
る
人
」
６
９
０
万
人

を
合
わ
せ
て
全
国
に
１
，

３
７
０
万
人
い
る
と
推
計
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
糖
尿
病
で
治

療
を
受
け
て
い
る
人
は
約

２
１
２
万
人
し
か
い
な
い
そ

う
で
す
。

　

下
記
グ
ラ
フ
か
ら
わ

か
る
よ
う
に
、
検
診
を

受
け
た
約
４
割
の
人
が

異
常
値
と
判
定
さ
れ
ま

し
た
。
糖
尿
病
は
初
め

の
う
ち
、
痛
み
な
ど
の

自
覚
症
状
が
無
く
、
検

査
で
血
糖
値
が
高
か
っ

た
り
、
治
療
が
必
要
と

い
わ
れ
た
こ
と
が
あ
っ

て
も
、
そ
の
ま
ま
治
療

を
受
け
な
い
人
が
多
い

健康課は本年度、「糖尿病予防」をテーマに
各種健康づくり事業に取り組みます

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

糖
尿
病
は
、
病
気
を
よ
く

理
解
し
う
ま
く
付
き
合
っ
て

い
け
ば
か
え
っ
て
体
を
大
切

に
す
る
こ
と
に
な
り
、
健
康

に
長
生
き
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
。

　

反
対
に
長
い
期
間
治
療
せ

ず
、
血
糖
を
高
い
ま
ま
に
し

て
お
く
と
、
全
身
に
わ
た
る

合
併
症
が
怖
い
病
気
に
か
わ

り
ま
す
。

　

健
診
結
果
で
精
密
検
査
が

必
要
と
判
定
さ
れ
た
人
は
必

ず
、検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

（
次
号
は
「
恐
ろ
し
い
合
併
症
」

で
す
）

生
活
習
慣
病
を
知
ろ

う
！
「
糖
尿
病
」

村畑 皓大くん

水戸 洋平くん

相内 奏空ちゃん

石久保 心ちゃん

フラダンス教室
参加者募集

栄養教室
参加者募集

育児サークル
「ひまわりクラブ」

会員募集
　育児サークル「ひまわりクラブ」
は週に一度、子どもと一緒に手遊
びや絵本の読み聞かせ、季節によ
りイベントを行っています。現在、
新規会員を募集中です。一度見学
してみませんか。
■開催日時　毎週水曜日
午前 10 時～正午
■場所　保健相談センター　
■対象年齢　未就園児
■連絡先　℡ 0175（72）4351（赤坂）

■内容　フラダンス、講話
（フラダンス終了後、健康づくりに

関する講話を行います）
■日時　5 月 19 日、6 月 2 日、6 月
16 日、6 月 30 日、7 月 7 日、7 月
21 日（すべて水曜日。午前 10 時～
11 時 30 分）
■場所　文化交流プラザ「スワニー」
■申込期限　4 月 23 日金
■申し込み先　
健康課℡ 0175（72）2794

■テーマ
糖尿病予防の食事
■日時　4 月 28 日水
午前 9 時 30 分～正午
■場所
保健相談センター
■持ち物
エプロン、米１合
■申込期限　4 月 23 日金
■申し込み先　
健康課℡ 0175（72）2794

よい歯で
歯ッピー

国
際
交
流

医
療

健
康

交
番
だ
よ
り

国
際
交
流

医
療

健
康

交
番
だ
よ
り
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十
和
田
人
権
擁
護
委
員
協
議

会
は
、
地
域
住
民
の
人
権
に
関
す

る
相
談
に
応
じ
、
相
談
者
に
対
し

て
の
助
言
や
問
題
解
決
の
援
助

を
行
っ
て
い
ま
す
。
各
町
村
で
特

設
人
権
相
談
所
を
開
設
し
て
お

り
、
上
北
郡
内
の
開
設
日
時
な
ど

は
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま

す
。
相
談
所
で
は
、
各
町
村
の
人

権
擁
護
委
員
が
町
村
の
区
別
な

く
、
誰
で
も
親
身
に
な
っ
て
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

人
権
に
関
す
る
問
題
に
つ
い

て
、
ど
こ
に
相
談
し
て
い
い
の

か
分
か
ら
な
い
と
き
は
、
一
人

で
悩
ま
ず
気
軽
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。
い
ず
れ
も
相
談
は
無

料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

①
七
戸
町

■
開
設
日
時　

４
月
７
日
水

午
前
９
時
～
正
午

■
場
所

①
七
戸
町
本
庁
舎
会
議
室

②
七
戸
町
七
戸
庁
舎
会
議
室

問
七
戸
町
役
場
町
民
課

☎
０
１
７
６
（
68
）
２
１
１
２

②
東
北
町

■
開
設
日
時　

４
月
５
日
月
、

19
日
月　

午
前
10
時
～
正
午

■
場
所　

東
北
町
役
場
本
庁
舎

問
東
北
町
役
場
福
祉
課

☎
０
１
７
６
（
56
）
３
１
１
１

③
野
辺
地
町

■
開
設
日
時　

４
月
６
日
火

午
前
９
時
～
正
午

■
場
所　

野
辺
地
町
中
央
公
民
館

問
野
辺
地
町
役
場
総
務
課

☎
０
１
７
５
（
64
）
２
１
１
１

１
．
青
森
県
男
子
・
婦
人
既
製

服
製
造
業
最
低
工
賃
が
改
正
さ

れ
、
平
成
22
年
４
月
１
日
か
ら

効
力
が
発
生
し
ま
す
。

２
．
改
正
の
ポ
イ
ン
ト
は
次
の

と
お
り
で
す
。

①
男
子
既
製
服
「
背
広
上
衣
」

の
工
程
「
そ
で
口
裏
ま
つ
り
」

を
廃
止

②
工
賃
額
に
つ
き
、
男
子
既
製

服
２
品
目
21
工
程
、
婦
人
既
製

服
５
品
目
30
工
程
に
お
い
て
、

そ
れ
ぞ
れ
１
円
か
ら
５
円
引
き

上
げ

３
．
詳
し
く
は
、
青
森
労
働
局
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

(http://www.aom
ori.pib.go.jp/)

問
青
森
労
働
局
労
働
基
準
部
賃

金
室

☎
０
１
７
（
７
３
４
）
４
１
１
４

FAX
０
１
７
（
７
３
４
）
５
８
２
１

幹
部
候
補
生
（
一
般
・
飛
行
・
技
能
）

■
応
募
資
格

男
女
（
平
成
23
年
４
月
１
日
現

在
で
22
歳
以
上
26
歳
（
修
士
28

歳
）
未
満
の
人
）

■
受
付
期
間　

４
月
１
日
木
～

５
月
10
日
月

■
試
験
期
日　

５
月
15
日
土
、

16
日
日

一
般
曹
候
補
生
（
陸
・
海
・
空
）

■
応
募
資
格

男
女
（
平
成
23
年
４
月
１
日
現

在
で
18
歳
以
上
27
歳
（
高
校
在

学
中
は
除
く
。）
未
満
の
人
）

■
受
付
期
間　

４
月
１
日
木
～

５
月
10
日
月

■
試
験
期
日　

５
月
22
日
土

○
幹
部
候
補
生
の
処
遇

　

採
用
と
と
も
に
陸･

海
・
空

曹
長
に
任
命
さ
れ
、
幹
部
候
補

生
と
し
て
約
１
年
間
の
教
育
を

受
け
た
の
ち
幹
部
自
衛
官
と
な

り
ま
す
。

○
初
任
給
：
大
学
卒
２
１
４
，

９
０
０
円
、
大
学
院
卒
２
３
２
，

０
０
０
円
（
平
成
21
年
４
月
現

在 

）、
ほ
か　

賞
与
年
２
回

○
一
般
曹
候
補
生
の
処
遇

　

採
用
か
ら
２
年
９
月
経
過
以

降
、
選
考
に
よ
っ
て
３
等
陸
・

海
・
空
曹
に
昇
任
し
ま
す
。

○
初
任
給
：
１
５
９
，
５
０
０

円
（
平
成
21
年
４
月
現
在
）、

ほ
か　

賞
与
年
２
回

問
自
衛
隊
青
森
地
方
協
力
本
部

三
沢
募
集
案
内
所

☎
・
Fax
０
１
７
６
（
53
）
１
３
４
６

e
-m

a
il:p

lo
m

isa
w

a
@

carrot.ocn.ne.jp

　

青
森
労
働
局
で
は
、
無
料
で

個
別
労
働
紛
争
の
解
決
援
助
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
個

別
労
働
紛
争
の
未
然
防
止
、
迅
速

な
解
決
の
促
進
を
目
的
と
し
て

「
個
別
労
働
関
係
紛
争
の
解
決
の

促
進
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ

れ
、
こ
の
法
律
に
基
づ
い
て
、
次

の
制
度
が
用
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー
に

お
け
る
情
報
提
供
・
相
談

○
青
森
労
働
局
長
に
よ
る
助

言
・
指
導

○
紛
争
調
整
委
員
会
に
よ
る
あ

っ
せ
ん

　

詳
し
く
は
、
青
森
労
働
局
総

務
部
企
画
室
ま
で
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

問
青
森
労
働
局
総
務
部
企
画
室

総
合
労
働
相
談
コ
ー
ナ
ー

☎
０
１
７
（
７
３
４
）
４
２
１
２

ま
た
は
、
最
寄
り
の
労
働
基
準

監
督
署
庁
舎
内
総
合
労
働
相
談

コ
ー
ナ
ー
へ

青
森
労
働
局
Ｈ
Ｐ  　

http://
w

w
w

/aom
ori.plb.go.jp/

seido/seido01.htm
l

　

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
青
森
支
店
で

は
、
４
月
中
に
順
次
、
新
し
い

電
話
帳（
平
成
22
年
５
月
発
行
）

を
各
家
庭
・
事
業
所
へ
お
届
け

し
ま
す
。
そ
の
際
、
現
在
使
用

の
電
話
帳
を
新
し
い
電
話
帳
と

取
り
替
え
ま
す
の
で
、
配
達
員

へ
渡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
不
在
時
は
、
後
日
改
め
て

回
収
に
伺
い
ま
す
の
で
、「
タ
ウ
ン

ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー
」
ま
で
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。
お
届
け
す
る
電
話

帳
の
変
更
や
配
達
冊
数
の
変
更
に

つ
い
て
も
、
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン

タ
ー
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

問
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０
（
５
０
６
）
３
０
９

４
月
の
特
設
人
権
相
談

所
開
設
の
お
知
ら
せ

　2 月の農業委員会定例総会が
2 月 19 日、役場分庁舎３階会
議室で開催され、下記案件が原
案通り議決・承認されました。
■議案第５号　農地法第３条の
規定による許可申請について

3 件 22,629㎡
■議案第６号　贈与税納税猶予
および不動産取得税徴収猶予に
関する証明（農業経営）につい
て
■議案第７号　六ヶ所村農業委
員会職員人事異動に係る委任に
ついて
■議案第８号　農用地利用集積
計画（案）について

3 件 32,019㎡
■報告第１号　農地法第４条の
規定による転用届出の受理につ
いて

1 件 1,000㎡
■報告第２号　農地の転用事実
に関する照会書について

2 件 4,686㎡

＊総会の傍聴・会議録の縦覧が
できます。

問農業委員会　
☎ 0175(72)2111（内 271 ～ 273）

農業委員会だより

　住民課および泊・平沼両支所
では、平成 18 年から毎月第２
土曜日の午前中、平日は毎日午
後６時まで窓口業務の延長を試
行してきました。
　しかし、住民の皆さんの利用
実績が低いことから、22 年４
月１日から毎週月曜日（～午後
６時）だけにさせていただきま
す。
　皆さんのご理解とご協力をよ
ろしくお願いします。
問住民課　
☎ 0175（72）2111（内線 115）

延長窓口変更の
お知らせ

不　動　産　の　概　要

広告
番号

売却
区分

所在 種別
地目

（種類）
地積

共
有
地

売却価格
（円）

第１号 - 倉内字笹崎
土地 宅地 997.69㎡

3,500,000居宅 平家建 168.12㎡
付属建物 倉庫 161.15㎡

第２号 - 倉内字笹崎 土地 原野 459㎡ 30,000
第３号 - ★ 倉内字前谷地 土地 田 4915㎡ 492,000

第４号 -

★ 平沼字追舘 土地 畑 235㎡

5,980,000

★ 平沼字追舘 土地 畑 1190㎡
平沼字追舘 土地 原野 1961㎡
平沼字追舘 土地 原野 301㎡
平沼字追舘 土地 原野 308㎡
平沼字道ノ上 土地 原野 3514㎡
倉内字谷地通 土地 宅地 500.03㎡

★ 野辺地町字大月平 土地 畑 231㎡
第５号 - ★ 平沼字田面木 土地 田 4990㎡ 220,000

第６号

1
★ 倉内字笹崎 土地 田 3321㎡

不売★ 倉内字笹崎 土地 畑 2479㎡
倉内字笹崎 土地 用悪水路 264㎡

2

倉内字笹崎 土地 宅地 733.40㎡

不売

★ 倉内字笹崎 土地 畑 4908㎡
倉内字笹崎 土地 宅地 1014.80㎡
倉内字笹崎 土地 原野 964㎡
倉内字笹崎 土地 山林 1522㎡

★ 倉内字笹崎 土地 畑 1003㎡
★ 倉内字笹崎 土地 畑 1669㎡

第７号 -
★ 倉内字笹崎 土地 畑 3068㎡

4,522,000★ 倉内字笹崎 土地 畑 2000㎡
★ 倉内字笹崎 土地 畑 1391㎡

第８号 - 出戸字棚沢 土地 宅地 736.55㎡ 1,030,000
第９号 - 倉内字家ノ上 土地 原野 10641㎡ ◎ 248,000

第 10 号 -
倉内字芋ヶ崎 土地 宅地 4163.72㎡

743,000倉内字芋ヶ崎 居宅 平家建 78.73㎡
倉内字芋ヶ崎 付属建物 倉庫 59.15㎡

第 11 号 -

★ 平沼字追舘 土地 田 876㎡ ◎

496,000

平沼字田面木 土地 原野 150997㎡ ◎
平沼字田面木 土地 山林 19832㎡ ◎
平沼字田面木 土地 山林 27242㎡ ◎
平沼字田面木 土地 原野 2314㎡ ◎
平沼字田面木 土地 原野 8132㎡ ◎
平沼字田面木 土地 山林 44072㎡ ◎
平沼字田面木 土地 山林 3931㎡ ◎

　村税の滞納処分として差押えた不動産の公売が１月 28 日と２月 8 日に
実施されました。その公売（競争入札）結果を下記のとおり公表します。	
	
問税務課　徴収係　 
☎ 0175（72）2111　内線 123・124　				  

不動産公売の開札結果をお知らせします

青
森
県
男
子
・
婦
人
既

製
服
製
造
業
最
低
賃
金

の
お
知
ら
せ

職
場
の
ト
ラ
ブ
ル
解
決

を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
発
行
の

電
話
帳
を
配
達
・
回
収

し
ま
す

 Rokkasho News and Information

平
成
22
年
度

自
衛
官
募
集
案
内
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日
産
自
動
車
㈱
に
所
属
し
現

在
、
日
本
卓
球
協
会
競
技
者
育

成
委
員
長
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー

ム
の
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ
を
務
め
る

佐
藤
正
喜
さ
ん
（
泊
出
身
：
旧

姓
桜
井
正
喜
さ
ん
）
の
栄
光
の

記
録
が
泊
イ
ベ
ン
ト
広
場
観
光

Ｐ
Ｒ
室
に
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
展
示
は
、
同
施
設
を
管

理
す
る
泊
か
も
め
ス
タ
ン
プ
協

同
組
合
（
及
川
悦
夫
理
事
長
）

が
佐
藤
さ
ん
の
栄
光
の
記
録
を

後
世
に
伝
え
た
い
と
、
同
氏
に

依
頼
し
て
集
め
た
も
の
。
佐
藤

さ
ん
の
現
役
時
代
の
写
真
や
、

２
０
０
８
年
に
卓
球
の
コ
ー
チ

と
し
て
参
加
し
た
北
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
な
ど

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

佐
藤
さ
ん
は
１
月
30
日
に
同

所
を
訪
れ
「
こ
ん
な
に
立
派
に

展
示
し
て
も
ら
っ
て
驚
き
ま
し

た
。
大
変
感
謝
し
ま
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、
展
示
の

数
々
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
泊
イ
ベ
ン
ト
広
場
事
務
室

☎
０
１
７
５
（
77
）
３
１
３
９

村
は
こ
の
た
び
、
津
波
か

ら
村
民
の
安
全
確
保
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、「
津
波
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
」を
作
成
し
ま
し
た
。

自
治
会
・
町
内
会
を
通
じ
て
、

４
月
以
降
に
毎
戸
に
配
布
し
ま

す
。津

波
に
対
す
る
心
得
な
ど
、

万
一
の
事
態
に
対
応
す
る
内
容

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
平
成
22
年
１
月
か

ら
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
、
併
せ
て
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

問
原
子
力
対
策
課　

防
災
係

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
３
３
３
）

　
「
倒
産
・
解
雇
な
ど
に
よ
る

離
職
」（
特
定
受
給
資
格
者
）

や
「
雇
い
止
め
な
ど
に
よ
る
離

職
」（
特
定
理
由
離
職
者
）
を

し
た
人
は
平
成
22（
２
０
１
０
）

年
４
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
料

（
税
）
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

■
対
象
者
は
？

　

離
職
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末

ま
で
の
期
間
に
お
い
て

①
雇
用
保
険
の
特
定
受
給
資
格

者
（
例
：
倒
産
・
解
雇
な
ど
に

よ
る
離
職
）

②
雇
用
保
険
の
特
定
理
由
離
職

者
（
例
：
雇
い
止
め
な
ど
に
よ

る
離
職
）

　

と
し
て
失
業
等
給
付
を
受
け

る
人
で
す
。

※
１　

制
度
が
始
ま
る
前
１
年

以
内
に
離
職
し
た
人
は
、
22
年

度
に
限
り
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※
２　

国
民
健
康
保
険
加
入
手

続
き
時
に
公
共
職
業
安
定
所
で

発
行
す
る
「
雇
用
保
険
受
給
資

格
者
証
」
を
提
出
後
、
判
別
す

る
事
と
な
り
ま
す
。

■
軽
減
額
は
？

　

国
民
健
康
保
険
料
（
税
）
は

前
年
の
所
得
な
ど
に
よ
り
算
定

さ
れ
ま
す
が
、
軽
減
は
前
年
の

給
与
所
得
を
そ
の
30
／

100
と
み

な
し
て
行
い
ま
す
。

■
軽
減
期
間
は
？

　

離
職
の
翌
日
か
ら
翌
年
度
末

ま
で
（
た
だ
し
、
会
社
な
ど
の

保
険
に
加
入
し
国
民
健
康
保
険

を
脱
退
す
る
と
終
了
し
ま
す
）。

■
そ
の
他

　

高
額
療
養
費
の
給
付
に
つ
い

て
も
、
所
得
区
分
の
判
定
（
前

年
の
給
与
所
得
の
30
／

100
）
を

行
い
、国
民
健
康
保
険
料
（
税
）

の
軽
減
が
開
始
さ
れ
る
月
か
ら

適
用
に
な
り
ま
す
。

問
○
国
民
健
康
保
険
料
（
税
）

の
軽
減

税
務
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
１
２
５
）

○
国
民
健
康
保
険
加
入
手
続
き

お
よ
び
高
額
療
養
費
の
給
付

健
康
課

☎
０
１
７
５
（
72
）
２
１
１
１

（
内
線
１
４
２
・
１
４
３
）

六ヶ所村役場☎ 0175-72-2111（代表）　　村のホームページ　http://www.rokkasho.jp/

六
ヶ
所
村
豊
原
・
睦
栄
・
千

歳
地
区
周
辺
で
日
本
風
力
開
発

㈱
が
計
画
す
る
「（
仮
称
）
六

ヶ
所
村
千
歳
風
力
発
電
事
業
」

が
今
後
、
環
境
影
響
評
価
を
行

っ
て
い
く
た
め
の
調
査
手
法
な

ど
を
記
し
た
「
環
境
影
響
評
価

方
法
書
」
の
縦
覧
を
次
の
通
り

行
い
ま
す
。

■
縦
覧
書
類　
（
仮
称
）
六
ヶ

所
村
千
歳
風
力
発
電
事
業　

環

境
影
響
評
価
方
法
書

■
場
所　

六
ヶ
所
村
役
場
３
階

企
画
調
整
課

■
日
時　

４
月
８
日
木
～
５
月

７
日
金

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

（
土
・
日
・
祝
祭
日
を
除
く
）

■
意
見
書
の
受
付
期
間　

４
月

８
日
木
～
５
月
21
日
金

問
日
本
風
力
開
発
株
式
会
社

（
担
当　

佐
久
間
）

☎
０
３
（
３
５
１
９
）
７
４
６
９

◯
実
施
期
間

４
月
12
日
月
～
18
日
日

◯
統
一
標
語

『
消
え
る
ま
で　

ゆ
っ
く
り
火

卓
球
の
栄
光
の
記
録
を

泊
イ
ベ
ン
ト
広
場
観
光

Ｐ
Ｒ
室
へ
展
示

風
力
発
電
事
業
に
係
る

環
境
影
響
評
価
方
法
書

の
縦
覧
の
お
知
ら
せ

津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
毎
戸
に
配
布
し
ま
す

「
倒
産
・
解
雇
な
ど
に

よ
る
離
職
」
や
「
雇
い

止
め
に
よ
る
離
職
」
を

し
た
人
は
４
月
か
ら
国

民
健
康
保
険
料
（
税
）

が
軽
減
さ
れ
ま
す

ユニフォームなどの展示品と佐藤さん

松
まつはし

橋　大
やまと

和（祐介）千歳平

目
めだい

代琴
ここな

々奈（寛彰）尾駮レイクタウン

六ヶ所村の人口
（2 月 28 日現在）

区分 人口 前月比

男 5,933 － 2
女 5,306 － 1
計 11,239 － 3

世帯数 4,432 ＋ 11

お誕生おめでとう
（　）内は保護者名

小田　真吾（尾駮浜）

石久保夏美（三沢市）

高橋　　司（尾駮レイクタウン）

飯田　　瞳（青森市）

渡部　大作（平沼）

嶋中　幸子（千歳平）

平郡　　哉（平沼）

河原木沙澄美（八戸）

ご結婚おめでとう

お悔やみ申し上げます
舘　亀太郎　79 才（泊）

上野　勝男　71 才（泊）

木村　　久　72 才（倉内）

橋本　豊作　72 才（平沼）

髙橋　吉仁　48 才（尾駮）

吉田福太郎　78 才（尾駮浜）

橋本　ツル　88 才（平沼）

石田　トミ　94 才（泊）

坂田　コト　99 才（老部川）

上野　富雄　49 才（泊）

林下　ミヤ　87 才（泊）

福岡福太郎　90 才（石川）

2 月届け出分。届け出時に、本誌への掲
載を希望した人だけ載せています。
問住民課　☎ 0175-72-2111（内線 116）

戸籍の窓

Information Square

の
団
体)

を
対
象
と
し
た
保
険
で

す
。
掛
け
金
は
年
齢
・
団
体
種

別
・
補
償
内
容
に
応
じ
て
年
額

６
０
０
円
か
ら
９
，０
０
０
円
で
、

小
さ
な
掛
け
金
で
入
院
、
通
院
、

死
亡
、
後
遺
障
害
な
ど
の
傷
害
保

険
を
は
じ
め
賠
償
責
任
保
険
や

共
済
見
舞
金
な
ど
大
き
な
補
償

が
得
ら
れ
ま
す
。

　

２
０
１
０
年
度
の
保
険
期
間

は
22
年
４
月
１
日
か
ら
23
年
３

月
31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。
な

お
、
４
月
１
日
以
降
の
申
し
込

み
は
、
掛
け
金
を
振
り
込
ん
だ

日
の
翌
日
か
ら
有
効
と
な
り
ま

す
。
加
入
依
頼
書
は
村
教
育
委

員
会
社
会
教
育
課
（
中
央
公
民

館
内
）
お
よ
び
総
合
体
育
館
に

設
置
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
詳

し
い
内
容
は
、
ス
ポ
ー
ツ
安
全

協
会
青
森
県
支
部
〈
０
１
７
―

７
８
２
―
６
９
８
４
〉
へ
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

の
元　

に
ら
め
っ
子
』

【
住
宅
防
火　

い
の
ち
を
守
る

７
つ
の
ポ
イ
ン
ト
】
３
つ
の
習

慣
・
４
つ
の
対
策

■
３
つ
の
習
慣

①
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る

②
ス
ト
ー
ブ
は
、
燃
え
や
す
い

も
の
か
ら
離
れ
た
位
置
で
使
用

す
る

③
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を

離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を
消

す■
４
つ
の
対
策

❶
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す

る
。

❷
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め
に
、

防
炎
品
を
使
用
す
る
。

❸
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
す

た
め
に
、
住
宅
用
消
火
器
等
を

設
置
す
る
。

❹
お
年
寄
り
や
身
体
の
不
自
由

な
人
を
守
る
た
め
に
、
隣
近
所

の
協
力
体
制
を
つ
く
る
。

危
険
で
す
！

　

消
火
器
・
住
宅
用
火
災
警
報

器
の
訪
問
販
売
・
点
検
に
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
各
地
で
不
適

正
な
点
検
や
高
額
請
求
の
被
害

が
多
発
し
て
い
ま
す
。

【
ト
ラ
ブ
ル
防
止
ポ
イ
ン
ト
】

・
身
分
証
明
書
等
の
提
示
を
求

め
る
こ
と

・
は
っ
き
り
と
点
検
を
拒
否
す
る

・
安
易
に
承
諾
・
契
約
書
等
に

ハ
ン
コ
を
押
さ
な
い

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
と
は
ア

マ
チ
ュ
ア
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
文

化
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

地
域
活
動
な
ど
を
行
う
社
会
教

育
団
体
の
団
体
活
動
（
５
人
以
上

平
成
22
年
春
の
火
災
予

防
運
動

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
最

適
な
安
全
保
険

壁に張るなど、万一の事態に備えてください

　これまで青森県で行っていた開発許可などに関する事務を、平成
22 年 4 月 1 日から村で行うことになりました。これにより、村は「開
発許可等の基準に関する条例」を制定し、村独自の基準を設け、運用
していくことになります。主な変更点は以下のとおりです。

開発許可などの申請窓口が変わります

項目 これまで これから
申請窓口 県 村（企画調整課）
手数料 県へ納入 村へ納入

都市計画法第 34 条 11 号
の規定により許可できる
開発行為※

①自己用の専用住宅だけ

①専用住宅
②兼用住宅（事務所・店
舗など）
③共同住宅・下宿など
④店舗（150㎡以下で 2
階以下）

※市街化調整区域のうち、おおむね 50 戸以上の建築物が連たんしている
地域で村が指定した区域（指定区域図は村ホームページの行政情報 http://
www.rokkasho.jp/kakukaHP/kikaku.html に掲載しています）
問企画調整課　☎ 0175（72）2111　内線 356
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      六ヶ所村民図書館新刊案内
     問 0175(72)3405   

http://www.rokkasho-tosho.jp/

日・曜 行事名 時　間 場　所

1 木

2 金

3 土

4 日

5 月
スワニー・郷土館・図書館休館日

窓口延長 17：00 ～ 18：00 住民課、泊・平沼支所

6 火

7 水

8 木 予防接種（ポリオ）　 受付 12:45 ～ 13:15 保健相談センター

9 金
カンガルー教室〈抱っこ法〉　 受付  ９:30 ～ 10:00 保健相談センター

ピヨママ広場　 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

10 土

11 日

12 月
スワニー・郷土館・図書館休館日

窓口延長 17：00 ～ 18：00 住民課、泊・平沼支所

13 火
6 カ月児健診 受付  ９:30 ～  ９:45 保健相談センター

1 歳 6 カ月児健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

14 水

15 木
1 歳児健診 受付  ９:30 ～  ９:45 保健相談センター

4 カ月児健診 受付 12:45 ～ 13:00 保健相談センター

16 金

17 土

18 日

19 月

5 歳児発達相談会 受付 13:15 ～ 13:30 保健相談センター

スワニー・郷土館・図書館休館日

窓口延長 17：00 ～ 18：00 住民課、泊・平沼支所

20 火 予防接種（ポリオ） 受付 12:45 ～ 13:00 保健相談センター

21 水

22 木
カンガルー教室〈親子ビクス〉 受付  ９:30 ～ 10:00 保健相談センター

ピヨママ広場〈ベビーマッサージ〉 13：00 ～ 15：00 保健相談センター

23 金

24 土

25 日

26 月
スワニー・郷土館・図書館休館日

窓口延長 17：00 ～ 18：00 住民課、泊・平沼支所

27 火
ワッ歯ッ歯ッ ! むし歯０教室 受付 10:30 ～ 10:45 保健相談センター

3 歳児健診 受付 12:30 ～ 12:45 保健相談センター

28 水 栄養教室 9：30 ～ 12：00 保健相談センター

29 木

30 金 郷土館休館日

Hot
Corner

round 19

頑張る六ヶ所の人たちの
ホットな情報を紹介

 村のスケジュール4 月

今年度の卒業（園）式取材は、六ヶ所高、千歳中、戸鎖小と尾駮保育所。中学校と小学校は日程が重なってしまうので、年度ごとに順
番を決めて取材しています。本当は全部の学校を取材したいのですが、残念ながら体は一つ。感動の一瞬をもっと伝えたかったです○
広報を担当して５年目。もうそろそろ慣れてもいいはずなのに、いまだに卒業式ではもらい泣き。卒業生の皆さん、進学・就職など新
しい環境でも卒業式での感動を忘れず、頑張ってくださいね○春の気配が感じられるころになりました。花が咲き少しずつ景色も模様
替え。わたしも気持ちを切り替えて、新年度をスタートさせたいと思います（円子）

今 月 も 最 後 ま で 読 ん で い た だ き あ り が と う ご ざ い ま し た 。編 集 後 記

　産業廃棄物、ＰＣＢ、カラス対策、不法投棄、
レジ袋有料化、分別、在宅医療廃棄物、リサ
イクル、レアメタル…。廃棄物を取り巻く状
況について解説し、廃棄物・リサイクルに関
する 74 の素朴な疑問に答える。

ごみハンドブック

田中　勝著

図書館からのおすすめ本を紹介します。
新刊は下記のほか、毎週入庫しています。

　訪問調査した 6,300 社の中から抽出した「日
本一」価値のある企業とは？
　「富士メガネ」「埼玉種畜牧場サイボクハム」

「沖縄教育出版」など８社を取り上げ、心が
震える会社の本当の話を紹介する。

日本でいちばん大切
にしたい会社

坂本　光司 著

　うさぎのクリストファーは、ヤギ先生から
数の数え方を教わりました。なんでも数えら
れることが楽しくて、クリストファーは、い
つでもどこでも数を数え…。新しい知識を得
た子どものはじける喜びを描きます。

クリストファーの
しあわせないちにち

バレリー・ゴルバチョフ 著

　ある晩、ネコのマルコムはすっかりおめか
しをしていました。マリー・エレインは一緒
に行きたくてたまりません。パーティの格好
をし、小さくなったマリー・エレインは、マ
ルコムと一緒にネコの出入り口から飛び出し
…。

ひみつだから！

ジョン・バーニンガム著

　

た
の
し
む
べ
！
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
や
産
業
ま
つ
り

な
ど
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
、

六
ヶ
所
産
牛
乳
の
Ｐ
Ｒ
を
積

極
的
に
行
う
『
み
る
ふ
ら

わ
ぁ
』（
岡
部
百
合
子
会
長
、

会
員
34
人
）。「
飲
む
だ
け
で

な
く
、
牛
乳
の
食
べ
方
を

知
っ
て
ほ
し
い
」
と
、
イ
ベ

ン
ト
な
ど
で
手
作
り
ヨ
ー
グ

ル
ト
や
牛
乳
も
ち
な
ど
を
来

場
者
に
提
供
し
て
い
る
。
中

で
も
、
手
軽
に
作
れ
る
み
る

ふ
ら
わ
ぁ
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
牛

乳
も
ち
は
、
牛
乳
の
ふ
ん
わ

り
と
し
た
風
味
と
や
わ
ら
か

な
歯
ざ
わ
り
が
大
好
評
。
み

る
ふ
ら
わ
ぁ
の
ブ
ー
ス
は
、

会
員
た
ち
の
ほ
が
ら
か
な
か

け
声
も
相
ま
っ
て
、
い
つ
も

大
盛
況
だ
。

　
「
村
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
は
、

わ
た
し
た
ち
に
と
っ
て
貴
重

な
Ｐ
Ｒ
の
場
。
最
近
は
、
み

る
ふ
ら
わ
ぁ
の
ブ
ー
ス
を
楽

し
み
に
し
て
い
る
人
も
い
る

の
で
、
や
り
が
い
が
あ
り
ま

す
」
と
会
員
た
ち
は
笑
顔
で

話
す
。

　

み
る
ふ
ら
わ
ぁ
は
、
平
成

９
年
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

事
業
で
設
立
さ
れ
た
『
酪
農

家
の
お
母
さ
ん
た
ち
の
会
』

（
ら
く
の
う
青
森
農
業
協
同

組
合
の
団
体
）を
前
身
と
し
、

12
年
に
新
た
に
設
立
。
村
産

牛
乳
の
Ｐ
Ｒ
と
地
域
の
環

境
美
化
を
活
動
の
柱
に
し
、

六
ヶ
所
の
地
域
性
を
よ
り
積

極
的
に
出
す
こ
と
を
目
的
に

結
成
さ
れ
た
。
名
前
の
由
来

は
、
ミ
ル
ク
の
里
（
み
る
）

と
フ
ラ
ワ
ー
（
ふ
ら
わ
ぁ
）。

地
域
を
き
れ
い
に
花
で
飾
る

こ
と
で
、
特
産
で
あ
る
牛
乳

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
つ
な

げ
た
い
、
と
の
願
い
も
込
め

ら
れ
て
い
る
。

　

設
立
か
ら
10
年
。
テ
レ
ビ

や
情
報
誌
な
ど
で
の
積
極
的

な
Ｐ
Ｒ
が
功
を
奏
し
、
酪
農

の
村
・
六
ヶ
所
の
イ
メ
ー
ジ

も
定
着
し
て
き
た
。
岡
部
会

長
は
「
自
分
た
ち
の
牛
乳
は

自
分
た
ち
で
売
る
と
い
う
感

覚
で
Ｐ
Ｒ
し
て
き
ま
し
た
。

お
客
さ
ん
か
ら
の
反
響
が
活

動
の
励
み
。
お
い
し
い
牧
草

を
食
べ
て
、
の
び
の
び
と
は

ぐ
く
ま
れ
た
六
ヶ
所
の
牛
乳

は
、
濃
く
て
お
い
し
い
の
が

自
慢
で
す
か
ら
」
と
に
っ
こ

り
。

　

上
北
地
域
県
民
局
地
域
農

林
水
産
部
普
及
指
導
室
で
女

性
団
体
の
支
援
な
ど
を
行
っ

て
い
る
池
田
り
ち
え
主
幹
は

「
み
る
ふ
ら
わ
ぁ
の
活
動
は
自

立
し
て
い
て
意
欲
的
。
と
て

も
パ
ワ
ー
が
あ
り
ま
す
。
活

動
の
継
続
は
も
ち
ろ
ん
、
取

り
組
み
を
通
し
て
地
域
を
元

気
付
け
て
欲
し
い
」
と
話
す
。

　

同
会
の
会
長
は
こ
の
４

月
、
４
年
間
務
め
た
岡
部
さ

ん
か
ら
、
但
馬
さ
ん
に
引
き

継
が
れ
る
。但
馬
さ
ん
は「
ま

ず
は
、
活
動
を
し
っ
か
り
と

継
続
さ
せ
る
こ
と
が
大
事
。

み
ん
な
を
支
え
、
さ
ら
に
盛

り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と
抱

負
を
語
る
。
岡
部
さ
ん
は
こ

れ
か
ら
会
員
の
立
場
で
会
を

盛
り
上
げ
て
い
く
。「
い
ず

れ
は
六
ヶ
所
の
牛
乳
を
原
料

に
し
た
ミ
ル
ク
ク
ッ
キ
ー
や

ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
み
る
ふ
ら

わ
ぁ
ブ
ラ
ン
ド
の
お
み
や
げ

も
発
信
で
き
た
ら
い
い
で
す

ね
」。
活
動
意
欲
が
尽
き
な

い
み
る
ふ
ら
わ
ぁ
。
今
後
も

注
目
し
た
い
。

みるふらわぁメンバー（3 月 15 日撮影）

〝
食
べ
る
牛
乳
〟
を
発
信
。
Ｐ
Ｒ
反
響
を
活
動
の
励
み
に

六
ヶ
所
村
み
る
ふ
ら
わ
ぁ

ホ
ル
ス
タ
イ
ン
柄
の
エ
プ
ロ
ン
が
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
。

村
産
牛
乳
の
Ｐ
Ｒ
と
環
境
美
化
へ

意
欲
的
に
取
り
組
む
「
み
る
ふ
ら
わ
ぁ
」。

設
立
10
年
の
節
目
を
迎
え
、
活
動
は
さ
ら
に
広
が
る
。

みるふらわぁのブースはイベントではすでにおなじみ
（2009 たのしむべ！フェスティバル）

岡部会長（右）と新会長の但馬さん（左）
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伝えたい、六ヶ所の風景。
旅立ち

1

3２

Rokka
sho

広
報

ろ
っ

か
し

ょ

春まだ浅い、早朝の尾駮沼。
ここで越冬した白鳥たちが、少しずつ北へと旅立ち始めました。
優雅に飛び立つ姿を見送りながら、
季節の移り変わりを実感します。
待ちわびた春は、すぐそこまで来ています。

1_ 尾駮沼
2_ 市柳沼に咲くねこやなぎ。猫の毛皮のようにやわらかな手触
りのつぼみは、太陽を浴びて銀色に輝いています
3_ 春の使者、ふきのとう。ねこやなぎとともに春の息吹を感じ
させます


